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IoTによる製造ビジネス変革WG／エンジニアリング変革に向けた産業データ連携AG会合

MBD推進センター（JAMBE）活動紹介
2026.2.26

JAMBE 企画統括委員会 委員⾧
マツダ株式会社 足立 智彦
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設立経緯

 2015年より、経済産業省支援の下、「自動車産業におけるモデル利用のあり方に関する研究会」においてモデル流
通のためのプラントモデルのI/F GL、準拠モデルの整備を行い、国際連携も進めてきた。

 2018年度より、民間主体の自走する仕組みの検討を開始。2021年度MBD推進センターの設立に至った。
 会員数増加に伴い、2023年度より一般社団法人化され、組織として独り立ち。

■自走する仕組み

民間主体で
課題を検討し

施策を打ち続ける
仕組み

（2021～）

自動車産業におけるモデル利用の
あり方に関する研究会

2015

 I/Fガイドライ
ン標準化の
有用性検証

 METIモデ
ル1.0（燃
費目的）
の作成

 METIモデル
1.0のユース
ケース作成

 METIモデル
1.0の他ツー
ルへの適用

 国際連携
 人材育成

2016 2017

3ヶ年補助事業
（2018～2020）

 I/Fガイドラインの拡充
 ガイドライン準拠モデルの拡充

2015～2017年度 2018～2020年度

 自走する姿の実現に向けた戦略的取組
 プラント・制御モデルI/F戦略検討
 CASシナリオに応じた領域検討
 国際連携
 人材育成
 運営管理体制の設計

自動車産業におけるモデル利用の
あり方に関する研究会(継続)

連携して取り組み

2021年度～ 2023年度～

MBD推進センター
（JAMBE）

■組織としてより強固に

一般社団法人化
（2023～）

Japan Aut om ot ive 
M odel-Based Engineer ing cent er



基本理念
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ビジョン



目指す姿:SURIAWASE2.0が実現した状態

 研究・開発・生産の業務プロセスを革新し、「世界一の開発効率」と「新しい価値の創造」を達成する．

従来
バトンタッチ

方式

車両
構想設計 機能設計 ユニット/部品設計 製造設計

OEM

大手部品メーカー

中小部品メーカー手戻り

手戻り 手戻り

最適解が得られず
後で大きな手戻りが発生
（OEM,Tier1,2,3
全体へ影響）

部分最適の設計

手戻りが多く、
開発効率が低い

大学・研究機関

技組

産学間の連携
が不十分

現象解明

全体最適の設計

手戻りがなく、
世界一の開発効率

開発プロセスの
左側（机上検証）

効率化

工数・期間

モデルで
すりあわせ

モデルで
すりあわせ

モデルで
すりあわせ

モデルで
すりあわせ

モデルで
すりあわせ

MBR（学） MBD（産）

車両
構想設計 機能設計 ユニット

/部品設計 製造設計

OEM

大手部品メーカー

中小部品メーカー

目指す姿
上流から
すりあわせ

大学・研究機関

技組

現象解明

新しい
価値の創造

（*）

（*）Model Based Research (モデルベースの考え方を研究領域に適用するアプローチ）

新しい
モデルの創出
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Japan Automotive  Model-Based Engineering Center

ロードマップ

MBD推進センターにおける目標

立上期
2021～
2023

拡大期
2024～
2030

安定自走期
2031～203x

準備期
2021

• エンジニアリングチェーン全体が
モデルで有機的につながり、新し
い価値が次々に創造される

• OEM/大手部品メーカーのみなら
ず中小部品メーカーでのMBDの
普及/流通が加速し効率化を実現

• アカデミアにもMBRが普及

• 主要なOEM/大手部品メーカーに
おいてMBDが普及

• 中小部品メーカーにおいても
MBDの認知が拡大

• 運営開始
• 基本的機能の整備が完了

Step1の注力点

SURIAWASE2.0へ向けた産学におけるMBD普及/流通のあり方

現状

STEP1

大学大学
学

研究室A 研究室B

研究室C 研究室D

研究室E 研究室F

研究室H

産

パワーソース
ドライブトレーン

車両 電装 部門C

部門A
部門B

OEM 大手部品メーカー

大学大学

産学

研究室A

研究室C 研究室D

研究室E 研究室F

研究室G 研究室H 車両 電装
部門C

部門A 部門B

部門D

OEM 大手部品メーカー 中小部品メーカー

研究室B

研究室G 部門D

ありたい姿

大学大学

研究室A 研究室B

研究室C 研究室D

研究室E 研究室F

研究室G
研究室H 車両 電装 部門C

部門A 部門B

部門D

OEM 大手部品メーカー Tier2以降

産学
新しい
モデルの創出

新しい
価値の創造

大学大学

研究室A 研究室B

研究室C 研究室D

研究室E 研究室F

研究室G
研究室H 車両 電装

部門C

部門A 部門B

部門D

OEM

産学

STEP２

ドライブトレーン

パワーソース

ドライブトレーン
パワーソース

ドライブトレーン

パワーソース

中小部品メーカー

大手部品メーカー 中小部品メーカー

6
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組織体制

 2021年7月に任意団体として発足。2023年4月から一般社団法人 MBD推進センターに移行した。

7

720人
委員・メンバー

4 委員会

15 ワーキンググループ
ワーキングパッケージ
タスクフォース

モデル流通プラットフォームT/F
カスタマイズモデルコンソーシアムT/F

MBD人材育成WG
SURIAWASE2.0中小連携WG

国際連携WG
国内連携WG
モデル流通ガイドラインWP
制御ガイドラインWP
自動運転WP

トライアル解析WP
プラントモデルIFガイドラインWP

社員総会社員総会

事務局

監事監事

計測モデルWGリーダー会議

運営会員（社員）
・アイシン
・アルプスアルパイン
・ジヤトコ
・SUBARU
・デンソー

監事
・いずみ会計事務所

・トヨタ自動車
・日産自動車
・パナソニックオートモーティブシステムズ
・本田技研工業
・マツダ

車両運動系WG
BEV系WG
AD/ADAS系WG

理事会

知財法務委員会知財法務委員会
MBD普及推進委員会MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会

企画統括委員会
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JAMBEの会員数（2026年 1月30日時点）

 昨年度末よりも会員数が 22 増加し210社/団体となった。

210
企業・団体

14 自動車OEM

63 自動車部品メーカー

38
61

ツールベンダー

エンジニアリング・サービス・プロバイダ

3

3
9 地域振興団体

商社・人材派遣会社

技術組合

9 大学・研究機関

10 自動車以外の製造業
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JAMBEの役割（カスタマージャーニーの観点で定義）

 会員の共同活動により各種の施策を行い、カスタマージャーニー上のロードブロック（障害）を解決する。
 JAMBEの活用により会員が成果を出し、会員が増え、MBD全国展開が加速し、SURIAWASE2.0につなげていく。

OEM
部品メーカー
（大学）

カスタマージャーニー上のロードブロックを解決する

経営者
実務者
による
MBDの

効能認知

人材
育成

ツール
導入

社内
MBD
実務
適用

経営面
実務面

の
成果
発信

他企業との
モデル流通
実務適用

JAMBE
会員
参加

新たな会員の参加

MBDと
モデル
流通
による
新しい
価値の
創造

会員がJAMBEの活動を活かしてMBDで成果を出す

SURIAWASE2.0の実現

JAMBE会員が増え、MBDの全国展開が加速する

Stage1
認知

Stage2
適用準備

Stage3
MBD適用

Stage5
新しい価値の創造

Stage4
モデル流通

JAMBEの役割



JAMBEの活動の全体像

経営者
実務者
による
MBDと
JAMBEの
効能の認知

人材
育成

ツール
導入

社内
MBD
実務
適用

他企業との
モデル流通
実務適用

JAMBE
会員
参加

Stage1
認知

Stage2
適用準備

Stage0
無関心

Stage3
MBD適用

Stage4
モデル流通

Stage5
新しい価値の創造

経営面
実務面
での
成果の発信

MBDと
モデル
流通
による
新しい
価値の
創造

公開フォーラム

オートモーティブワールド
MBDフォーラム

各地域でのMBD講演会

MBD/CAE成功事例集整備

スキル定義

教育MENU
検索機能

各地の
教育の展開

MBD/CAE
最新技術
展示会

MBD/CAE
最新技術
展示会

MBD/CAE
成功事例集

ガイドライン
整備

国際連携

ジェネリック
モデル整備

計測モデル整備

モデル流通PF

企画統括委員会
MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会
知財法務委員会

ワーキンググループ
ワーキングパッケージ

タスクフォース

公開フォーラム

オートモーティブ
ワールド

MBDフォーラム

カスタマージャーニー上の
ロードブロックを解決

するための
施策の立案と実施

カスタマージャーニー上の
ロードブロックを解決

するための
施策の立案と実施

MBD活用実践事例報告会
MBD普及実践事例報告会

年度末報告会・メルマガ

無関心
状態

非会員
会員

ニュースレター



（１） MBD推進センターの概要

2
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JAMBE取組み と 経産省モビリティDX戦略 の関係

出典:「モビリティDX戦略」2025年のアップデート、2025年6月9日、経済産業省 製造産業局 自動車課 モビリティDX室、国土交通省 物流・自動車局 技術・環境政策課

JAMBE
取組み

 JAMBEは経産省様と連携し、SURIAWASE2.0実現のための具体化施策を推進
 ①要件定義段階に対応するMBSE取組みを2025年に開始予定

 ②設計プロセス:OEM-Tier1間のモデルI/F標準化(2015～)

 ③設計・製造プロセス:中小企業へ製造CAE普及(2022～)
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JAMBE取組みの全体像
 SURIAWASE 2.0実現に向け、開発プロセス全体の効率化を目指す

課題設定時期普及先普及したいこと目的プロセスモビリティDX

2025OEM
大手部品メーカー(Tier1)

・要求仕様の表記方法、機能アーキテクチャに
関するガイドライン

OEMと大手部品メーカー間の高度複雑化したシステム開発の合意
形成の効率化やトレサビリティの確保など要件定義①

2015OEM
大手部品メーカー(Tier1)

METI支援で構築した
・モデルインターフェースガイドライン
・ガイドライン準拠モデル

OEMと大手部品メーカーが早期にモデルですり合わせすることで、最
適解を求める機能設計②

2022中小部品メーカー以下(Tier2～)・部品品質、金型開発、工程開発に必要な製造
シミュレーション技術（製造CAE）

中小部品メーカーが早期にモデルで問題解決することで、部品、
金型、工程の最適仕様を求める製造設計③

SURIAWASE 2.0が
実現した状態 ②

③

大手部品メーカーの知見が
反映できていないため、
最適解が得られず
後で大きな手戻りが発生
（OEM,Tier1,2,3
全体へ影響）

大手部品メーカーの知見が
反映できていないため、
最適解が得られず
後で大きな手戻りが発生
（OEM,Tier1,2,3

全体へ影響）

中小部品メーカーで
・KKDによるものづくり
・ブツによる検証
最適解が得られず大きな手戻りが発生
（Tier1,OEM 全体へ影響）

①

要件のすりあわせが
十分にできていないため
後で大きな手戻りが発生



協調領域拡大
新たな協調領域の設定による

各社困りごとの解決
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JAMBEの役割と、続く報告の位置づけ

 SURIAWASE2.0の実現を目指し、
MBD普及推進、モデル流通推進、共通課題の解決に向けた取り組みを実施

MBD推進センターの
設立趣旨

【MBD普及推進】
MBD普及に係る各機関の
横串機能と情報の一括発信

【モデル流通推進】
ガイドラインの構築と

国内諸活動のワンボイス化による
国際連携窓口機能

【共通課題の解決】
新たな共通課題の設定による

各社困りごとの解決

「車のものづくり革命」に先行するためには、自動車産業の徹底的な開発力の底上げが不可欠であり、
モデルによるバーチャルシミュレーションを駆使したすりあわせ力向上で、世界最先端の開発拠点を目指す

SURIAWASE2.0構想



83% 68％

MBDの効能について
理解が深まった

MBD適用上のロードブロック
解消のヒントが得られた

 毎月一回開催。 MBDの効能・成果と共にロードブロック（障害）解消の生々しい経験も共有。
 「MBDの効能への理解が深まった」，「自社のMBD推進上のロードブロック解消のヒントを得ることができた」との声が多数寄

せられている．

2024年度 参加者
累計 4346名
平均 75社/回、435名/回

OEM 実践事例OEM 実践事例 サプライヤ 実践事例サプライヤ 実践事例

出典:JAMBE 2023年度 公開フォーラム資料より

15

97％
今後も参加したい

共通課題の解決:MBD活用実践事例報告会



（２） MBD普及推進委員会
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協調領域拡大
新たな協調領域の設定による

各社困りごとの解決

MBD普及推進委員会の役割
 SURIAWASE2.0実現に向け、各プレイヤーへのMBD普及を推進するための施策を立案し実行する。

MBD推進センターの
設立趣旨

【MBD普及推進】
MBD普及に係る各機関の
横串機能と情報の一括発信

【モデル流通推進】
ガイドラインの構築と

国内諸活動のワンボイス化による
国際連携窓口機能

【協調領域拡大】
新たな協調領域の設定による

各社困りごとの解決

「車のものづくり革命」に先行するためには、自動車産業の徹底的な開発力の底上げが不可欠であり、
モデルによるバーチャルシミュレーションを駆使したすりあわせ力向上で、世界最先端の開発拠点を目指す

SURIAWASE2.0構想

MBD普及推進委員会

7
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MBD普及推進の５つの取組み

人材育成WG
（32社51名）

教育の体系化と充足

教育の全国展開

中小企業との連携と支援

啓発イベント開催

ポータルサイト運営
とニュースレター発行

SURIAWASE2.0
中小連携WG

（26社46名）

• スキル獲得に必要な教育を体系化する
• モデル流通に関する独自教育を実施する

• どこにいても教育を受けられるようにする

• MBDの必要性と効能を理解していただく
• JAMBEの取り組みを理解していただく

• MBDの理解と利用を促進する
• JAMBEおよび参加各社の活動を発信する

• MBD/CAEの効能を理解していただく
• MBD/CAE導入と活用を支援する

MBD普及推進委員会
（18社30名）

取り組み 狙い組織

MBDに関する教育、中小企業への支援、および、MBDの啓蒙活動を推進しています
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MBD普及推進の５つの取組み

人材育成WG
（32社51名）

教育の体系化と充足

教育の全国展開

中小企業との連携と支援

啓発イベント開催

ポータルサイト運営
とニュースレター発行

SURIAWASE2.0
中小連携WG

（26社46名）

• スキル獲得に必要な教育を体系化する
• モデル流通に関する独自教育を実施する

• どこにいても教育を受けられるようにする

• MBDの必要性と効能を理解していただく
• JAMBEの取り組みを理解していただく

• MBDの理解と利用を促進する
• JAMBEおよび参加各社の活動を発信する

• MBD/CAEの効能を理解していただく
• MBD/CAE導入と活用を支援する

MBD普及推進委員会
（18社30名）

取り組み 狙い組織

MBDに関する教育、中小企業への支援、および、MBDの啓蒙活動を推進しています



教育の体系化と充足

20

スキルレベル定義と分野別教育の体系化

入門者向けの教育充足管理職層向けの啓蒙

ポータルサイト掲載と検索機能の充実
分野とスキルレベル定義に基づく
教育（会員企業提供）コンテンツの整理

レベル 内容 目安となる経験年数

3
応用的・専門的知識を有し、技術課題
に対して自ら取り組み要求された作業を
独力で遂行できる。

3年以上

2
基本的知識・スキルを有し、要求された
作業を支援を受けながら遂行でき、その
一部を独力で遂行できる。

1年～3年

1
MBDの各分野において、最低限の基本
的知識を有し、要求された作業を指導の
下遂行できる。

1年未満

他団体等の基礎教育動画リンク集の作成公開フォーラムでパネル討議→ポータルサイトで公開中

MBD推進実績者によるパネル討議
（導入のきっかけ、社内推進の苦労など）

JAMBE独自の基礎教育コンテンツも準備中

掲載メニュー改善と検索・コンシェルジェ機能強化

会員企業実務者が若手教育に役立った
コンテンツを厳選し、リンク集を作成

分野毎・レベル毎に
教育コンテンツを
検索可能

生成AIを活用した
拡張検索機能も
実装予定
（FY25)

1D CAE, 3D CAE, 電気ハード、電気ソフトの
４分野毎に、物理と開発対象を選定するとともに
一人前に仕事ができるまでのスキルレベルを定義



管理職層への啓蒙
各社内でのMBD普及にはマネジメント層の理解が重要と認識し、啓蒙活動を開始

第１弾として、24年9月20日に開催した公開フォーラムにて、
各社のMBD推進実績者によるパネル討議を実施

ヤマハ発動機、スターライト工業、マツダE&Tの３社がご登壇

JAMBE HPの啓発／教育メニューから視聴できます。



入門者向けの教育充足
基礎知識を学ばせたいという声に応じて、外部教育リンク集を整備

会員企業実務者が若手教育に役立った
コンテンツを厳選し、リンク集を作成

JAMBE独自の基礎教育コンテンツも
準備中（25年度中に公開予定）
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教育の体系化と充足（JAMBE有償会員限定コンテンツ）

 JAMBE有償会員は講習会動画をいつでも視聴できます
 学生への教育の一環として、アカデミア会員大学の学生への無料配信中です

EVジェネリックモデル講習会動画 HVジェネリックモデル講習会動画

モデル接続インターフェースガイドラインとその準拠モデルに関する講習会資料と動画を提供中
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MBD普及推進の５つの取組み

人材育成WG
（32社51名）

教育の体系化と充足

教育の全国展開

中小企業との連携と支援

啓発イベント開催

ポータルサイト運営
とニュースレター発行

SURIAWASE2.0
中小連携WG

（26社46名）

• スキル獲得に必要な教育を体系化する
• モデル流通に関する独自教育を実施する

• どこにいても教育を受けられるようにする

• MBDの必要性と効能を理解していただく
• JAMBEの取り組みを理解していただく

• MBDの理解と利用を促進する
• JAMBEおよび参加各社の活動を発信する

• MBD/CAEの効能を理解していただく
• MBD/CAE導入と活用を支援する

MBD普及推進委員会
（18社30名）

取り組み 狙い組織

MBDに関する教育、中小企業への支援、および、MBDの啓蒙活動を推進しています
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JAMBEが取組むMBD/CAE
SURIAWASE2.0構想を実現すべく、中小部品メーカが携わる製造CAE領域にも注力



中国・韓国の中小企業
最初からCAD/CAEありきでスタート

“Leapfrog型の発展”

中国・韓国の中小企業
最初からCAD/CAEありきでスタート

“Leapfrog型の発展”

欧米の中小企業
企業規模が大きく
以前よりCAD/CAEが広く普及

欧米の中小企業
企業規模が大きく
以前よりCAD/CAEが広く普及

日本の中小企業
CAD/CAEが導入されておらず
図面やKKDで仕事をしている企業が多数

日本の中小企業
CAD/CAEが導入されておらず
図面やKKDで仕事をしている企業が多数

全国規模で
キャッチアップが必要

全国規模で
キャッチアップが必要

日本の中小部品メーカの課題

・図面でものづくり
・物ですり合わせ

業務効率向上の限界
取引先との手戻りの発生
技術伝承が困難

・CAD/CAEでものづくり
・CADデータ、CAEモデル

ですり合わせ

高い業務効率
取引先との手戻りの抑止
可視化による技術伝承

勘/経験/度胸

2626

欧米／中国の部品メーカに対して、CAEの導入と活用が遅れていると認識



27

中小連携 - 中小部品メーカへのMBD普及の基本戦略 -

成功事例

板金部品 ○○地域 ２社、○○地域 ２社、○○地域 2社

樹脂部品

鋳造部品

鍛造部品

機械加工部品

電気部品

電子部品 ○○地域 ２社、○○地域 ２社、○○地域 2社

半導体

ハーネス

センサー

組み込みソフト ○○地域 ２社、○○地域 ２社、○○地域 2社

通信ソフト

UIソフト

機械系部品

ソフトウエア

業種（部品種別）

電気・電子部品

①成功事例を作る
（探す）

業種毎の成功事例

経営者様に効能がわかる形で
成果を整理

②全国へ展開する

開発工程下流を支える中小企業の業種毎にMBD/CAEの成功事例を作る。あるいは探す。
その効能を全国の同業者へ紹介して挑戦意欲を喚起し、同様の取り組みの広がりに繋げる。



28

カスタマージャーニー視点でのWG活動

MBD効能の認知、および、適用準備の支援に（まずは）注力
①講演会による成功事例周知、②人材育成支援、③MBD/CAEツールの紹介を開始

具体的な
施策

経営者/実務者による
MBDの効能認知

モデルを活用できる
人材の育成 ツールの導入

各中小企業様

・デジタルものづくり塾の
全国展開
- 教育用従量課金

CAEサービスの提供
・人材育成カリキュラムの
紹介

・最新MBD/CAEツール
の展示

各地での講演会で
・経営の出口戦略
・効能の周知
・成功事例の周知
（HPにも掲載）

Stage1 : 認知 Stage2 : MBD/CAEの適用準備

JAMBE

②実践的で組織的な
MBD/CAE人材

育成の提供

③MBD/CAE
最新技術展示会の

実施

①経営者向け講演と
成功事例周知

WG
活動
内容

・・・・・・・・
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成功事例の作成と展開

一枚ベスト形式で、自社課題に対応するMBD/CAE技術とその効能が理解できる
JAMBE HPの 啓発/教育メニューからアクセス可能

成功事例

啓発/教育を
クリック!

解決策の提供会社紹介

CAE活用内容

CAE活用のQCD効能

解決したい問題
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中小企業経営者向けの周知活動
各地の産業振興団体と連携し、中小企業経営者向けの講演会を開催

24年10月宮城県 25年3月群馬県 25年3月岩手県
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デジタルものづくり塾※の全国展開活動

群馬デジタルものづくり塾トライアル を開始
SW/HPC、教育はHDICを活用

2025年度～2029年度（5ヵ年）2024年度
経産省、経産局、県のご協力を得ながら

全国でデジもの塾を稼働
教育用のSW/HPCリソースはJAMBE対応

群馬県産業支援機構
広島経済同友会
デジタルものづくり塾

地域MBD牽引企業*を
全国で200社育てる

(＊)MBD（CAE)を駆使した
設計が行える中小企業

目標（2030年）

埼玉

⾧野

群馬

栃木

大阪

宮城

静岡

広島

大分

北海道

愛知

福岡

各地の域振興団
体

岩手
群馬県
中小企業５社が参加

先行的に取り組む地域

24年度は群馬県でパイロット開催（プレス成型解析 、プラスチック射出成型解析 計5社）
経済産業省とも連携し、25年度以降、関東地域の参加団体の拡大および東北地域の新規取

組みを計画中。電気/電子/SW領域についても実施検討予定。

関東地域
サテライト会場新設

※ひろしまデジタルイノベーションセンターと広島経済同友会が共催



（ ３ ）モデル流通推進委員会
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協調領域拡大
新たな協調領域の設定による

各社困りごとの解決

33

モデル流通推進委員会の役割
 SURIAWASE2.0実現に向け、プレイヤー間のモデル流通を推進する施策を立案し実行する。

MBD推進センターの
設立趣旨

【MBD普及推進】
MBD普及に係る各機関の
横串機能と情報の一括発信

【モデル流通推進】
ガイドラインの構築と

国内諸活動のワンボイス化による
国際連携窓口機能

【協調領域拡大】
新たな協調領域の設定による

各社困りごとの解決

「車のものづくり革命」に先行するためには、自動車産業の徹底的な開発力の底上げが不可欠であり、
モデルによるバーチャルシミュレーションを駆使したすりあわせ力向上で、世界最先端の開発拠点を目指す

SURIAWASE2.0構想

モデル流通推進委員会



国際連携WG

国内連携WG

モデル流通ガイドラインWP

制御ガイドラインWP

自動運転WP

トライアル解析WP

プラントモデルIFガイドラインWP

計測モデル
WG

リーダー
会議

車両運動系WG

BEV系WG

AD/ADAS系WG
24

モデル流通推進委員会

理事会

事務局

企画統括委員会

知財法務委員会

MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会

モデル流通推進委員会は、現在５つのＷＧ と ５つのＷＰで構成（昨年度は新たに３ＷＧを発足）
社員総会社員総会 ＷＧ：Working Group

ＷＰ：Work Package

監事監事

PSI連携、勉強会

⾃動⾞ 開発における
モデル流通プロセスガイド ライン

ver 1 . 0

モデル流通ガイド ラインW P

1

モデル流通プロセス
ガイドライン

モデル流通のジェネリック
ユースケース検討

連携環境検討表モデル利用・流通
トライアル事例

要求・解説書
フォーマット

プラントモデル
IF ガイドライン

ジェネリックモデル
（プラントモデルIFガイドライン準拠）

自動運転モデルにおける
モデル結合ガイドライン ガイドライン準拠モデル

国内連携表

委員会の役割
メンバー採決で
下記内容を決定

【組織化】
・新WG発足
・新WP発足

【管理】
・進捗状況
・課題対応
・予算消費

【審議】
・取組み方針
・予算計画
・成果物承認

内部連携MAP 外部連携MAP

委員長 トヨタ 城戸
副委員長 デンソー 田代

ジヤトコ 木内
PwCコンサルティング合同会社 宮寺

新設
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モデル流通推進委員会 ガイドラインの公開
会員の皆様はご存じの通り、JAMBEのホームページでモデル流通推進委員会の成果を公開しております

続き

https://www.jambe.jp
クリック

検索条件の入力

該当のガイドライン一覧表示

内容の補足説明をする

JAMBEのホームページ

ダウンロード
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モデル流通推進委員会 目指す姿
抽象化レベルの高い部分から順次積上げ、基本的な機能モデルを構築し、最終的には標準化提案を目指す

標準化

車両全体レベル
アーキテクチャ

システムレベル
アーキテクチャ

抽象的な
機能モデル

基本的な
機能モデル

詳細レベルの
機能モデル

先行的な
機能モデル

自
動
運
転

自
動
運
転

先
進
安
全

先
進
安
全

パ
ワ
ト
レ

パ
ワ
ト
レ

シ
ャ
シ
ー

シ
ャ
シ
ー

ボ
デ
ー

表
示
系

抽象化

詳細化

研究 開発 市場

コ
ネ
ク
ト

コ
ネ
ク
ト

新
分
野・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

自動運転
ＷＰ

ジェネリック

モデル

協調しやすい
領域のモデル

から
ガイドライン化

順次レベルUP

標準化戦略

提案

集約
最終的な
JAMBEの取組み範囲

各社が本来
注力したい領域

標準化

モデル流通ガイドラインWP

プラントモデルI/FガイドラインWP

計測モデルWG

制御ガイドラインWP

トライアル解析WP
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国際連携WG



国際連携WG

国内連携WG

モデル流通ガイドラインWP

トライアル解析WP

自動運転WP

制御ガイドラインWP

プラントモデルIFガイドラインWP

計測モデル
WG

リーダー
会議

車両運動系WG

BEV系WG

AD/ADAS系WG
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国内連携WG

理事会

事務局

企画統括委員会

知財法務委員会

MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会

内部連携MAP 外部連携MAP

課題階層化MAP

国内の関連団体と必要に応じて情報共有・意見交換を実施し、連携活動が必要な場合に実施方法等の検討を行う
社員総会社員総会 ＷＧ：Working Group

ＷＰ：Work Package

監事監事 【国内関連団体の例】

【活動紹介】 【意見交換】 【連携検討】

定期的に相互の
活動内容を紹介

共通の課題に
ついて意見交換

具体的な連携
内容を議論

【2024年度】
【標準化活動】

ISO等の標準化活動に具体的な提案が出来るような
案件を選出し関連団体と協力した取組みへと繋げる
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プラントモデルIFガイドラインWP
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モデル流通ガイドラインWP
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トライアル解析WP



国際連携WG

国内連携WG

モデル流通ガイドラインWP

トライアル解析WP

自動運転WP

制御ガイドラインWP

プラントモデルIFガイドラインWP

計測モデル
WG

リーダー
会議

車両運動系WG

BEV系WG

AD/ADAS系WG
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自動運転WP

理事会

事務局

企画統括委員会

知財法務委員会

MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会

内部連携MAP 外部連携MAP

課題階層化MAP

「自動運転の安全性フレームワーク」（JAMA発行）の範疇で一般的な自動運転モデルを構築、人材育成もトライ
社員総会社員総会 ＷＧ：Working Group

ＷＰ：Work Package

監事監事

参加人数：21社34名

大学院教育講座でMBD座学と実習に当WPモデルを活用

「自動運転の安全性フレームワーク」で提示されている
交通流シナリオでの車間距離制御の簡易モデルが対象
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制御ガイドラインWP



国際連携WG

国内連携WG

モデル流通ガイドラインWP

制御ガイドラインWP

自動運転WP

トライアル解析WP

プラントモデルIFガイドラインWP

計測モデル
WG

リーダー
会議

車両運動系WG

BEV系WG

AD/ADAS系WG
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計測モデルWG

理事会

事務局

企画統括委員会

知財法務委員会

MBD普及推進委員会

モデル流通推進委員会

内部連携MAP 外部連携MAP

課題階層化MAP

JARI受託のGI基金による電動車両の計測モデル構築事業に対し、モデルを広く活用できるよう要件提案・GL策定を行う

社員総会社員総会 ＷＧ：Working Group
ＷＰ：Work Package

監事監事



車両運動系ＷＧ

計測モデルＷＧリーダー会議計測モデルＷＧリーダー会議

車両運動系ＷＧ車両運動系ＷＧ

タイヤ特性モデル

左右車両運動モデル

上下車両運動モデル

タイヤモデル

ステアリングモデル

サスペンションモデル

【主な議論の対象】
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計測モデルWG
リーダー ：ホンダ
サブリーダ：アイシン、マツダ
リーダー ：ホンダ
サブリーダ：アイシン、マツダ



ＢＥＶ系ＷＧ

計測モデルＷＧリーダー会議計測モデルＷＧリーダー会議

ＢＥＶ系ＷＧＢＥＶ系ＷＧ

前後車両運動モデル モーターモデル

バッテリーモデル

ブレーキモデル

補機モデル

【主な議論の対象】
モーター

バッテリー

ブレーキ

補機類

トランスアクスル
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計測モデルWG
リーダー ：スバル
サブリーダ：トヨタ、三菱電機
リーダー ：スバル
サブリーダ：トヨタ、三菱電機



ＡＤ/ＡＤＡＳ系ＷＧ

計測モデルＷＧリーダー会議計測モデルＷＧリーダー会議

ＡＤ/ＡＤＡＳ系ＷＧＡＤ/ＡＤＡＳ系ＷＧ

ACC反応モデル

LKA反応モデル

AEB反応モデル

センサー反応モデル

【主な議論の対象】
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計測モデルWG
リーダー ：日産
サブリーダ：デンソー、パナソニックオートモーティブシステムズ
リーダー ：日産
サブリーダ：デンソー、パナソニックオートモーティブシステムズ



SURIAWASE2.0の実現。
（人とモノによるすり合わせを補い、高度化したモデルによりすり合わせをおこなう）

OEM、サプライヤーが共通で利用可能な車両モデルを構築する。

親和性が高いため、 協力をしながら互いの事業を進める協力をしながら互いの事業を進める

NEDO-JARI - JAMBE 連携
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今後の展望

目的

要件定義

製造
CAE

研究開発
MBR/MBD

OEM
（12社）

大手
サプライヤ
（約500社）

中小
サプライヤ

（約6000社）

新しい価値の創造
国際競争力の強化

要件定義

・交通システム
・電力システム
・医療システム
・保険システム
・行政システム
・・・

①SURIAWASE2.0
の強靭化

②SURIAWASE3.0
への布石

社会的課題の解決
Society 5.0への対応

SE思考と
MBSEの普及

MBR/MBD
の普及と進化

中小企業への
製造CAEの普及

System of systems思考と
業界間システム連携の普及

➂SURIAWASE3.0

モビリティシステム

目的目的

 ⾧期課題には行政と連携して取り組むことで、SURIAWASE2.0の強靭化とSURIAWASE3.0への布石を加速させる。

拡大

拡大

49

行政との連携による
活動の加速
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自動車産業におけるシステム開発効率を
飛躍的に向上させるアプローチ研究会

(MBSE研究会)
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経緯

■2023年度 MBD活用実践事例報告会
・複数の企業からMBSEに関する課題が報告され、MBSEが業界全体に共通する課題であることが推察された。
・この状況を踏まえ、JAMBEとしてMBSEに関する何らかの活動を立ち上げる必要性が確認された。

■2024年度 MBSE勉強会の開催
・OEMおよびサプライヤ計11社が参加し、要件定義領域におけるMBSEの適用事例を共有。
・各社が同じ悩みや課題を抱えていることが再確認された。

■2025年度 自動車産業におけるシステム開発効率を飛躍的に向上させる
アプローチ研究会(MBSE研究会) 発足
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MBSE研究会の体制

本研究会の現在の体制を以下に示す。

MBSE研究会
主催：JAMBE
事務局：JAMBE

座⾧：慶應義塾大学 白坂教授
参加団体・企業

• IPA/DADC
• JAMBE
• イノベーティブ・デザインLCC

関連する海外団体・構想
• Industry 5.0
• Prostep ivip

直接参加

企画統括委員会
MBSE研究会連携 タスクフォース

【代表メンバー】
• リーダー 菅井、城戸（トヨタ自動車）
• サブリーダー末冨、足立（マツダ）
• コアメンバー

二上（アルプスアルパイン）
齊藤（パナソニックオートモーティブ）

【レビューメンバー】
• 運営会員または正会員の希望者

情報共有
意見・提案

希望者は事務局まで
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自動車の開発プロセスにおいて
ソフトウエア設計とハードウエア設計に分化する前段階の、
システムの機能設計から開発全体へMBSE*²を導入し業務を革新する
ことで、大規模かつ複雑なSDVの開発においても品質と納期を担保し、
世界中のお客様と社会に、日本車ならではの「信頼感」を提供する。

SDVの時代においても、日本の自動車産業が⾧年培ってきた「信頼感*」というブランド価値を継承・革新し、
国際競争力と社会的信頼のさらなる向上を図る。

狙い

自動車の開発プロセスにおいて
ソフトウエア設計とハードウエア設計に分化する前段階の、
システムの機能設計で要求仕様のすり合わせが十分に行われておら
ず、トレーサビリティ確保も限定的であるため、大規模かつ複雑な
SDVの開発において品質面や納期面での懸念があり、お客様に対す
る「信頼感」の醸成に課題が残っている。

要求仕様とテストシナリオ
のトレーサビリティ
が保証できている

要求仕様に対して
網羅的なテストが
行えている

検証モデルによる
要求仕様

MBSEを導入した
開発プロセス

SDV開発の目指す姿現在のSDV開発が抱える課題

MBD

設計の上流と下流で
トレーサビリティが
保証できていない

要求仕様とテストシナリオ
のトレーサビリティ
が保証できていない

＊1 SDVで先行する海外車は、
自動運転機能の不備による
死亡事故などの問題
を引き起こしている。

要求仕様に対して
網羅的なテストが
行えない

ハードウエア設計
ソフトウエア設計で
不具合や手戻りが発生

要求仕様が不明確で
すり合わせが

十分にてきていない

検証

OEMとサプライヤ間で
要求仕様のすり合わせが
十分にできていない

クルマと他システムの間で
要求仕様のすり合わせが
十分にできていない

他のシステム群
・交通システム
・エネルギーシステム等

クルマと他システムの間で
要求仕様のすり合わせが
確実にできている

OEMとサプライヤ間で
要求仕様のすり合わせが
確実にできている

＊2 MBSE:Model-Based Systems Engineering

MBD

市場で問題*1が
起きるリスクあり

安全・安心
信頼性の高いクルマ
を世界中に提供する

文書形式の
要求仕様

OTA OTA

設計の上流と下流で
トレーサビリティが
保証できている

ソフトウエア設計
ハードウエア設計で
手戻りが起きない

他のシステム群
・交通システム
・エネルギーシステム等

現状の開発プロセス

＊ライフサイクルを通した安全・安心・信頼性、事故ゼロ

システム全体を俯瞰できるアーキテクトが育っている人財システム全体を俯瞰できるアーキテクトが圧倒的に不足している人財

MBSE研究会 目指す姿
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サプライヤ

現状 今後

・無駄な工数の削減
・品質の向上
・設計の再利用性向上
・トレーサビリティ確保

サプライヤ

・無駄な工数の発生
・混乱や非効率

OEM毎に異なる要求仕様書 共通ガイドラインに基づく要求仕様書

現在の問題点
SDV時代に致命傷となる問題（既に顕在化）要求仕様書の現状（事例）

商品力への影響開発全体への影響サプライヤへの影響OEM COEM BOEM A項目

QCDが守れない
開発期間の⾧期化、再利用性
の困難さ、トレーサビリティの欠如
は、車開発における競争力喪失
の元凶となる。
 

開発期間の⾧期化
OEMとサプライヤの連携が非効率
化し開発が⾧期化する。

設計情報の再利用困難 
仕様管理の不統一により、過去の
設計データの再利用が困難となり、
再設計を余儀なくされ、開発速度
が著しく低下する。  

サプライヤは同じ部品でも複数の
フォーマットに対応するため、入
力・変換作業が増え、ミスのリス
クが高まる。

専用Webシステムに入
力必須、
添付ファイル不可。

Word形式で文章主
体、図面はWord本
文に埋め込み。

Excel形式で詳細
な機能要件を記載、
図面は別添PDF。

フォーマットの不統一

サプライヤは同じ性能を示すため
に異なる試験報告書を作成する
必要がある。

「耐久性」を保証期間
で定義。

「耐久性」を時間ベー
スで定義。

「耐久性」をサイクル
試験回数で定義。要求項目の定義が異なる

サプライヤは追加確認や解釈作
業が必要になる

社内規格番号のみ記
載、詳細は別途問い
合わせ。

「高精度」「十分な強
度」など曖昧な表現。

数値で明確に指定
（例:
±0.1mm）。

要求レベルの表現方法が異なる

トレーサビリティの欠如
品質保証や法規対応に必要な部
品・システムの履歴追跡ができず、
安全性と信頼性に大きな影響を
与える。 

サプライヤはどの情報が最新かを
常に確認する負担が大きい。

Webポータルで更新、
通知なし。

メールや口頭レベルの
指示が頻発。

仕様変更は正式な
改訂版で通知。変更管理のルールが異なる

要求仕様書に関する共通ガイドラインの必要性
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MBSE研究会 MBSE とMBD の関係性整理

【On-Going】MBSEとMBDとの関係性について、言葉の定義確認、サプライチェーン視点での関係性、製品開
発プロセスの中で適用される領域やモデルなど、様々な視点で整理を進めている。

MBD/MBSE言葉の定義
MBSEの活用による効果確認

プロセスとサプライチェーンの視点からの
関係性整理

製品開発プロセスの視点からの
関係性整理

MBSE
 システムのライフサイクル全体をモデルで記述し、シ

ステムの実現を牽引するシステムズエンジニアが必
要とする各種情報を、セマンティック技術を用いて、
コンピューターで管理、分析、任意の表現を可能
にするアプローチ

 非常に大規模で複雑なシステムの開発で、限ら
れた時間やリソースの中でも、質の高い仕事を可
能にする

MBD/MBSE関係性１
 MBD:個々の技術ドメインで実車・実機にだ

けに頼らずモデルで設計/検証する手法

 MBSE:システムの開発プロセス全体を通して、
記述モデルでつなげるアプローチ。特に、全体シ
ステム要求の分析から、システムアーキテクチャの
決定、および技術ドメインでの設計の統合、検
証において活用することがSDV実現に不可欠と
なっている

MBD/MBSE関係性２
 水平分業を効率化するには、OEM / Tier1 / 

Tier2間での要求仕様を含む情報を、MBSE
のアプローチを使用してモデルで流通させ、サプラ
イヤ側の開発へ反映する必要がある

 同時に、MBSEのトレサビリティの仕組みやセマ
ンティック技術を活用し、OEM / Tier1での構
成サブシステムやコンポネントをシステム統合す
る必要がある
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MBSE研究会 業界横断的な要求仕様ガイドライン構想の策定

【On-Going】効率的なOEM-サプライヤ間のコミュニケーションの実現に向けて、目指す姿および現状課題の
Top-down/Bottom-up両面での施策検討を実施している。

 必要十分な要求仕様書を作成するための
ガイドライン、チェックリスト

 会社間で合意される要求仕様書の共通の
変更履歴管理ルール構築

 要求仕様書作成へのAI活用

 システムズエンジニア教育

 要求仕様書フォーマット
• 上位システムとのトレサビ確保
• 要求仕様文の作成ルール（文法）
• シーケンス図等のダイヤグラム活用
• フォーマットを示し、各社で活用

要求仕様の目指す姿

要求仕様における現状課題

目指す姿を実現する施策

現状課題を解決する施策
 要求仕様作成のためのINPUT情報

（ニーズ）DB構築 例:法規

目指す姿を実現する施策(案)
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MBSE研究会 標準的な機能アーキテクチャ設計の構想の策定

【On-Going】SDV開発においてシステム全体アーキテクチャにおいて、OEM-サプライヤ間で共通のMAPとなる
SDVの標準的な機能アーキテクチャ構築について、構築の範囲や構造についての具体的な議論を進めている。

SDVの標準的な機能アーキテクチャ検討範囲（案） 機能アーキテクチャの構造検討

 フィジカル空間（メカ開発、E/E HW開発）の機能アーキテク
チャについてはJAMBEのこれまでの活動において定義できている

 サイバー空間（SW開発）の機能アーキテクチャの標準化は出
来ておらず、今回の活動で標準化することを検討している

 システム開発を行う際にOEM-Tier1が協業を行う、機能アーキ
テクチャ層を対象に標準化を行う。この際、OEMで実施するサー
ビス・ユースケース層や実装設計で行う、論理/物理アーキテク
チャ層との繋がりも意識し検討を実施する

 機能アーキテクチャ層での具体的な機能の考え、構造についても
議論を開始している
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2026年度 事業計画（案）

【初年度(2026)で完了する施策】
① Machine(AI) Readable化に資する要求仕様書の標準化・共通ガイドラインの整備
② SDVのシステム開発における標準的な機能アーキテクチャ情報の定義

【次年度(2027)以降に向けた施策】
③ 上記施策に関連したツールのプロトタイプ開発（構想策定～要件定義）

＜現在検討中のツール案＞
• システム仕様作成のためのデータ・モデル構築手法とDX

（例:法規要件のモデル化など）
• 要求モデル利活用のためのセキュアでアクセスコントロールが容易に行える、

共有データスペース構築

④ システムズエンジニア（システムアーキテクト）人材育成施策の立案
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prostep ivip

“Smart Systems Engineering - SmartSE”
2026 & 2027 活動計画
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概要 SmartSEプロジェクト
プロジェクトフェーズ6:ミッションとワークパッケージ

企業横断型モデルベース開発荷必要な標準化の企画・推進および実用化が、
SmartSEプロジェクトグループの重要なミッションです

OEM／サプライヤ間で、シミュレーションを用いた企業横断型のシ
ステム開発と検証を可能にするための標準プロセス、推奨手順、標準
ルールを整備する

ミッションフェーズ6(2025-2027年)ミッションフェーズ6(2025-2027年)

標準化を目標とした
活動分野と構成要素

Stand: 2025

25+プロジェクト参加者25+プロジェクト参加者

WP1
シミュレーション
の信頼性とトレー

サビリティ

WP2
抽象化、モデリング
手法およびパラメー

タの標準化検討“ 

WP3
仮想ECU（V-

ECU）のモデリン
グとシミュレー

ション標準

WP横断
トピック: SW定義システム

シームレスな
パラメータ化 SysMLからドメイン

シミュレーションへ

WP4 標準化団体、外部団体団体との連携、ショーケース、デモンストレーター

SEにおけるAI活用

SmartSEプロジェクト組織SmartSEプロジェクト組織
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SmartSEのユースケース

信頼性を担保したシミュレーションプロセス

システム工学とアジャイル手法

バーチャルECU - ECUモデルの結合データ管理の要件

プロセスと方法 ソリューション

モデル交換フォーマット
標準規格

データ管理

“協働型シミュレーションエンジニアリング”

モデル交換標準規格
FMI / SSP / MIC-CORE

MIC-CORE
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Contents
1. はじめに – SmartSE
2. モデル交換シナリオとSmartSEのユースケース
3. モデル交換を容易にするガイドライン
4. SmartSEを実施するための推奨プロセスと組織活動に対する

提言
5. 協働シミュレーションに基づく意思決定プロセスの実現
6. SmartSE推奨プロセスとシミュレーションタスク
7. シミュレーションモデル交換のための標準規格

（メタデータ、FMI 、SSP、V-ECU、ASAM、OSI）
8. ショーケースとデモンストレーター
9. まとめと今後のステップ

SmartSE Recommendation Version 4



Contents
1. はじめに – SmartSE
2. モデル交換シナリオとSmartSEのユースケース
3. モデル交換を容易にするガイドライン
4. SmartSEを実施するための推奨プロセスと組織活動に対する提言
5. 協働シミュレーションに基づく意思決定プロセスの実現
6. SmartSE推奨プロセスとシミュレーションタスク
7. シミュレーションモデル交換のための標準規格

（メタデータ、FMI 、SSP、V-ECU、ASAM、OSI）

8. ショーケースとデモンストレーター
9. まとめと今後のステップ

• 既存のモデリングガイドラインの参照／推奨として、
「ISO 11010」と「JAMBEガイドライン」を取り上げ、
両者の内容の要約を掲載した

JAMBEとprospte SmartSEの連携活動:主要成果（１）

SmartSE Recommendation の中にJAMBEモデリングガイドラインを参照掲載

7.7 モデル分類およびインターフェース標準
7.7.1 ISO 11010
7.7.2 JAMBE Plant Modeling Interface Guidelines
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JAMBEとprospte SmartSEの連携活動:主要成果（２）

SmartSE – SystemX – JAMBE合同で、シミュレーションモデルのメタデータ標準セットを策定

シミュレーションモデル

メタデータ

識別情報

モデルの用途

インタフェース

パラメータ

作成者

動作環境

改訂履歴

機密度

公開範囲

品質
V&V状況

SSP規格（XML形式ファイル）に反映

SmartSEの将来ビジョン

ツールベンダーへの対応要請

JAMBE内の活動（トライアル解析WP）



トライアル解析WP
プラントモデル

I/F ガイドライン

ジェネリックモデル
プラントモデルI/F
ガイドライン準拠

メタデータ
(フォーマット,xml)

シミュレーション連携環境
検討表

プラントモデルI/F
ガイドラインWP

モデル要求段階で明確にすべき項目

国際連携WG
(Prostep ivip)

モデル化レベル一覧(サンプル)

モデル流通
プロセス

ガイドライン
(モデル流通推進

の地図)
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JAMBEとprostep SmartSEの連携活動:主要成果（3）

モデル要求仕様書/
解説書フォーマット

SmartSE 
Recommendation

V4

リスクに基づいたシミュレーション確度の定量化と
意思決定のリンク

他活動
MBSE連携

トラブルシューティング集(例)Credible Simulation Process/Assessment

JAMBEのモデル流通プロセスガイドラインとSmartSE Recommendation の整合性確保



JAMBEとprostep SmartSEの連携活動

2025年度から実施している技術連携活動
• メタ情報共通化活動（MIC Core）の深耕（派生管理、プロセス管理の分野に拡張）
• シミュレーションの信頼性評価手法
• MBSEとMBDの連携手法
• 仮想ECUの活用手法とユースケースの分類
• 標準規格団体（ISO, ASAM, FMI, SSP）への提言活動の相互協力

３団体合同会議（2025年5月15日@ベルリン)

 prostep/IRT SytemX/JAMBE 3団体合同会議 （prostepシンポジウムの翌日にドイツで開催）

 月例 prostep/IRT SytemX/JAMBE国際連携WG情報交換会議（オンライン会議で毎月開催）
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３団体合同会議（2023年5月4日@シュツットガルト) ３団体合同会議（2024年4月12日@デンソーヨーロッパ)




